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れ
た
こ
と
は

i
l
l
:
X
<
た
。
「
‥
.
p
h
†
/
蝣
蝣
-
"
L
を
十
品
十
」
-
'
.
-
蝣
蝣
・
f
>
'
,
'
-
'
れ
+
.
1
W
<
M
r
-

耽
り
上
げ
た
こ
と
が
特
色
で
あ
る
.
宵
長
氏
の
見
解
ひ
い
て
は
時
代
一
般
に
通

じ
至
午
>
蝣
蝣
!
?
"
:
蝣
>
-
'
:
蝣
S
>
・
蝣
<
:
>
・
'
什
に
㌍
-
.
.
K
ニ
誉
上
ト
ト
^
J
C
ふ
_
言
上
と
0
」
'
、

性
に
基
づ
-
の
で
あ
る
o

結
論
と
し
て
'
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

r
小
川
ノ
二
v
^
N
i
^
C
f
J
^
^
v
'
」
V
i
V
E
的
-
;
.
/
?
_
蝣
-
-
.
-
j
i
-
r
f
て
U
^
'
-
T
J
-

ば
∴
黒
㌍
I
T
p
日
工
.
て
/
蝣
[
蝣
-
'
-
'
x
s
に
;
'
.
;
-
-
工
^
'
.
'
0
;
'
j
j
=
i
C
m
"
.
-
ら
'
文

責
は
小
言
ノ
㌣
j
'
V
.
'
^
-
J
蝣
・
!
H
T
-
'
J
O
.
-
*
・
-
'
-
蝣
-
.
千
:
;
-
.
,
.
(
,
で
ゞ
あ
る
。
し
て
-
f
l
」
'

V
.
-H
"
Z
'
;
一
十
人
㌣
J
こ
∴
の
懸
・
I
'
.
'
,
.
'

.
V
¥
t
i
仁
誉
れ
.
I
i
、
ナ
諒

お
の
づ
か
ら
に
し
て
其
の
本
末
の
仕
記
た
る
伝
遠
を
全
-
す
る
の
で
あ
る
。

下
に
し
て
-
-
V
'
"
"
'
;
i
~
-
-
'
-
H
I
'
い
(
.

つ
∴
、
J
ふ
し
か
し
t
t
O
J
E
S
㌫

畔
は
吋
」
・
-
;
'
」
-
・
-
'
.
¥
4

て
:
.
"
'
i
V
-
i
i
'
t
T
蝣
"
∴
.
I
:

学
者
:
.
:
.
.
.
I
.
.
召
i
.
I
:

†
、
∴
士
∴
∴
'
'
-
1
-
t
E
I
∵
‥
卜
¥
-
-
f
:
-
＼
二
㍍

個
人
比
等
の
人
々
の
軍
刀
に
よ
っ
て
へ

T
、
言
V
t
H
C
汁
y
C
'
i
r
'
i
-
ニ
品
-
苧
・
＼
‥
.
L
i
蝣
:
,
.
:
.
'
'
.
V
!
>
'
B

を
其
の
ー
大
方
針
と
し
て
進
ん
で
行
っ
た
な
ら
へ
田
尻
も
其
の
慶
に
頼
り
へ
個

人
も
其
の
棺
を
受
く
る
等
で
右
ら
-
0
校
棺
が
無
く
な
れ
ば
も
と
よ
り
自
由

9

サ



な
の
で
有
る
3
自
由
が
此
処
に
あ
れ
は
能
文
が
此
処
に
あ
る
の
で
あ
る
。
詩

人
<
-
y
f
-
-
ぺ
V
-
'
I
Z
'

.
∵
'
蝣
蝣
1
>
"
た
∴
,
-
"
;
;
.
・
.
-
:
,
ざ
る
こ
L
L
r
'
・
蝣
-
f
¥
.
1
が
t
で

∴
「
r
r
蝣
,
i

沖
/
:
'
-
'
.
蝣
,
(
.
i
s
.
r
>
l
"
'
㌫
で
す
'
沖
/
<
工
・
!
i
㌫
?
」
#
」
に
お
い
て
荒
と
閉
じ

9
-
W
I
C
-
J
;
1
'
八
二
一
美
r
.
c
-
い
本
に
心
t
r
'

-
*
i
-
,
,
'
.
J
.
r
・
Q
こ
れ
は
『
や
ま
上
t
v
i
i
^
O

心
を
短
と
し
て
'
よ
ろ
づ
の
言
の
琵
と
そ
な
れ
り
け
る
』
と
古
今
和
歌
蛮
序
に

わ
れ
V
!
,
:
,
-
'
∵
1
,
]
:
~
.
r
.
'
こ
>
j
'
*
<
;
=
0
'

i
.
1
t
l
S
な
亨
・
蝣
蝣
'
.
p
.
で
蝣
」
一
ハ
-
0

・
'
蝣
<
r
i
/

,
,
,
.
L
,
,
一
-
蝣
l
u
:
>

-
.
L
*
い
て
-
>
'
-
'
-
;
.
蝣
一
㌫
圭
景
H
∴
,
-
7
づ
〓
る
こ
と
、
し
-
w
I
,
¶
民
V
-

の
実
生
活
に
お
け
る
そ
れ
(
俗
語
)
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
の

は
、
C
^
C
-
i
r
i
こ
そ
.
'
^
i
上
へ
よ
お
せ
て
一
-
:
・
o
p
.
1
向
,
v
;
-
J
て
い
る
-
/
r
'
の
I
L

思
わ
れ
る
。

露
伴
は
'
そ
れ
を
、
作
文
難
の
分
析
か
ら
説
き
起
こ
し
'
わ
が
国
の
歴
史
的

展
望
に
立
っ
た
言
語
紋
か
ら
'
未
R
'
の
理
想
の
あ
り
方
と
す
る
『
世
界
最
艮
語

:
-
:
<
-
m
j
へ
O
P
S
∴
.
サ
こ
蝣
蝣
o
^
'
-
ふ
。

作
文
狼
の
広
田
は
ヘ

ム
へ
-
j
i
;
¥
s
r
^
s

l
t
;
-
'
'
蝣
:
,
.
;
」
.
。
Z
ふ
巳
-
j
i
d

2
'
仮
名
を
侠
ふ
こ
と
の
困
難

呂
へ
-
r
l
'
・
-
-
?
蝣
V
'
.
導
v
J
;
i
i
l
鋭
さ

R
、
'
-
'
-
'
-
]
;
-
:
:
蝣
-
-
-
r
-
T
山

I
へ
洪
文
具
-
琶
か
-
と
し
た
り

2
'
古
文
具
-
書
か
-
と
し
た
り

‥
・
:
'
∴
(
:
・

に
帰
せ
ら
れ
る
。
言
文
一
致
堪
動
の
あ
る
か
た
わ
ら
'
漢
文
調
・
古
文
調
の
復

活
の
転
向
あ
っ
た
o
そ
れ
ら
に
対
す
る
他
人
の
餌
古
的
感
情
へ
莫
術
的
文
革
の

書
き
枝
な
ど
と
の
混
乱
が
作
文
難
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
。
多
-
の
作
文
教
育

I
h
-
1
-
-
-
'
;
誉
∵
∴
`
い
>
J
-
r
,
・
,
'
-
ォ
-
-
C
(
、
∴
:
.
i
-
.
V
j
い
て
い
n
'
-
'
-
蝣
'
'
汁

は
国
語
の
腫
史
的
掘
り
下
げ
の
自
在
さ
と
へ
世
界
語
に
ま
で
目
の
及
ぶ
自
由
さ

と
で
、
勇
敢
に
現
笑
に
処
す
る
こ
と
を
説
く
0

『
語
法
論
か
ら
云
っ
た
ら
「
古
け
れ
は
即
ち
正
し
い
か
何
様
か
は
知
ら
ぬ

が
,
契
田
的
文
|
3
r
か
ら
云
へ
は
「
迅
ず
れ
ば
即
ち
可
い
」
の
で
あ
る
・
』

I
-
.
)

文
に
V
'
r
:
ろ
と
J
L
7
7
A
-
'
,
蝣
"
*
-
こ
れ
り
目
的
で
あ

り
'
着
眼
点
で
あ
る
o

r
-
;
・
-
-
:
-
い
う
手
・
j
:
三
j
:
'
'
&
,
∵
叫
声
、
さ
れ
]
云
十
山
-
-
'
i
v
i
.
r
-
「
日
新
丈
試

箪
詰
」
(
叩
治
芋
イ
日
月
T
-
-
r
,

z
J
"
"
、
信
∴
轟
/
;
-
!
'
'
v
'
7
j
-
-
A
-
i
l
蝣
門
川
日

の
23
板
を
参
照
)
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
へ

『
言
語
文
章
の
第
一
目
的
は
思
想
の
伝
達
に
あ
り
』
f
V
・
へ
)
『
文
雷
は

我
が
心
を
以
て
他
の
心
を
動
か
す
も
の
な
り
』
(
響
)

と
い
う
C
で
'
指
r
>
,
・
"
;
蝣
-
f
*
;
.
;
(
い
r
-
:

:
-
r
'
.
る
こ
し
蝣
'
<
i
9
-
f
.
-
j
<
'
'

こ
の
よ
-
に
'
文
章
の
目
的
は
'
こ
と
に
実
用
的
文
章
の
は
あ
い
'
宍
際
上

の
v
J
'
i
&
W
i
っ
た
1
カ
.
∵
き
,
.
言
,
-
J
C
-
3
こ
っ
-
1
-
'
げ
ふ
い
-
-
I
.
小
∵
-
り
で
あ

る
か
ら
'
文
章
は
そ
の
勢
を
荷
負
し
て
'
容
易
に
雷
け
る
は
ず
で
あ
る
O
し
た

が
っ
て
へ
＼
i
_
j
-
_
蝣
_
.
^
_
_
:
;
い
∴
こ
-
-
V
'
-
I
,
-
>
1
い
。
∵
式
に
当
て
は
め
て

冒
-
の
で
は
な
く
'
自
己
の
心
か
ら
の
必
要
性
に
の
み
立
間
し
た
文
軍
で
な
け

れ
ば
な
ら
ォ
m
v
c
-
-
'
O
'
日
、
蝣
'
A
X
-
r
^
h
t
を
;
∴
(
~
,
∴
甲
＼
小
蝣
O
'
.
J
i
持

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
楽
し
ん
で
訂
く
こ
と
を
す
す
め
る
。
こ
れ
は

当
叩
"
:
C
j
"
'
蝣
:
抹
・
>
4
:
-
t
J
二
∵
∴
、
'
*
;
'
'
蝣
}
"

-
'
;
蝣
'
蝣
"
蝣
'
J
∴
r
;
蝣
蝣
蝣
∴
∴
∵
i
'
-
"
V
-
.
"
蝣
'
L
'
-
'
-
'
;
-
蝣
-
c
誉
∴
t
.
汁
+
T
j
∵
指
.
い
5
*
;
i
試

し
た
後
で
へ
そ
の
畳
臣
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
具
体
的
に
い
か
に
苦
く
べ
き
か

ハ
U

e
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実
用
的
文
l
欝
で
あ
る
か
ら
へ
可
件
は
平
易
と
開
花
と
泣
信
と
儒
教
と
貼
実
と

で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
「
折
窒
崇
碧
砧
」
に
は
、
文
章
の
基
礎
的
要
件
と
し
て
'
恩
憩

の
　
写
,
文
責
の
精
柁
・
明
瞭
へ
言
芳
石
和
倍
へ
文
責
の
純
粋
へ
穏
当
を
あ
げ

て
い
る
.
こ
の
貫
が
育
少
年
向
き
の
組
織
的
な
作
文
教
授
H
量
あ
る
の
に
対

し
,
「
1
z
'
"
'
:
:
J
∴
∴
」
:
:
'
¥
「
十
　
へ
誓
　
　
　
主
人
∵
r
へ
き
こ
と
を

目
ざ
し
て
い
る
か
ら
'
一
概
に
比
較
は
で
き
な
い
と
し
て
も
(
そ
し
て
へ
　
こ
の

点
に
苦
心
裸
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
で
考
え
る
。
)
I

あ
え
て
形
式
を
捨
て
、
と
も
か
-
現
別
売
蒜
i
l
l
で
の
効
用
を
放
ろ
-
と
し
た
著
者

の
態
度
が
'
次
の
よ
-
な
記
述
か
ら
も
伺
わ
れ
る
o

『
削
り
去
る
可
き
は
下
ら
ぬ
形
式
や
形
容
や
損
巧
的
の
も
の
で
'
肝
、
f
j
,
王
要

Q
-
.
'
f
.
∵
　
て
∴
蝣
;
-
i
r
-
>
蝣
'
∴
　
　
　
　
い
C
.
「
J
J
で
C
'
て
-
"
'
1
し
虻
・
f
J
'
つ
と

す
る
と
辞
書
に
も
無
い
言
鷺
や
'
文
字
の
分
ら
聖
貢
坑
な
ぞ
を
周
ゐ
な
け
れ

ば
な
ら
C
L
当
が
起
っ
て
'
甚
し
く
何
倍
に
な
る
の
で
、
此
様
な
文
を
か
い
て

I
-
i
い
・
f
/
a
.
-
.
「
主
宰
h
・
∴
L
L
　
ふ
　
∴
・
三
　
㌧
　
　
∴
-
・
r
o
j
"
;
"
七
だ
-
人
山
へ

‥
蝣
L
i
口
　
　
　
　
上
.
<
i
-
-
」
r
;
/
言
　
L
s
'
'
,
;
_
 
-
 
-
-
I
-
ト
八
羊
^
:
n
j
;
;
v
-
.
j
-

実
は
カ
で
あ
る

か
ら
、
実
を
伝
へ
る
の
に
は
、
岸
字
を
当
快
め
得
や
-
と
も
当
校
吟
唱
ま
い

し
∵
;
'
」
Y
A
1
.
m
∴
上
∵
∵
　
　
　
-
'
-
,
蝣
)
蝣
-
a
-
t
上
　
　
し
T
.
V
も
t
I
う

と
も
,
其
様
な
事
は
豪
奉
品
C
i
y
す
る
に
及
ば
ね
の
で
あ
る
。
』
　
(
*
-
2

EREこ
れ
は
,
孟
箪
大
蒜
M
-
の
『
実
地
教
授
』
の
項
で
'
児
雷
軍
将
来

の
小
言
∴
　
　
_
　
　
　
　
　
　
　
文
I
^
:
r
.
 
-
J
L
!
)
い
.
.
:
こ
し
∴
蝣
-
.
-
f
t
'
-
」
.
'

隼
‥
 
'
J
v
-
.
‥
て
r
J

し
た
が
っ
て
、
当
時
の
作
文
教
授
法
へ
の
批
判
と
し
て
'
次
の
二
つ
の
こ
と

を
あ
げ
る
。

I
へ
学
生
に
「
う
ま
く
」
作
ら
ん
轟
を
要
求
し
て
居
る
0

2
、
学
生
に
対
し
て
恕
像
の
運
用
を
要
求
し
て
居
る
O

露
伴
に
よ
れ
ば
,
普
通
教
育
に
お
け
る
作
文
教
暖
の
目
的
は
、
契
田
的
文
革

を
作
る
幣
繭
で
あ
る
O
課
愚
を
与
え
て
'
措
辞
に
頭
を
悩
ま
せ
た
り
へ
抽
象
的

な
内
容
に
,
連
想
を
た
く
ま
し
く
さ
せ
る
だ
け
の
作
文
教
授
法
を
排
す
る
0

、
-
-
1
.
%
'
'
.
'
*
-
・
'
∴
.
・
;
v

∴
∴
、
*
'
-
.
"
V

・
又
は
外
国
文
の
釈
訳
を
試
み
し
聖
す
べ
て
先
`
つ
文
葺
の
中
に
盛
ら
る
可

、
∴
.
.
!
V
'
.
I

視
察
は
、
契
に
貼
く
こ
と
で
あ
る
O
そ
れ
を
次
の
よ
-
に
説
明
す
る
。

『
文
章
が
其
の
文
責
の
内
群
即
ち
実
際
に
ピ
タ
り
と
請
い
三
物
の
如
く
位

叛
も
無
い
の
を
貼
呉
と
い
ふ
。
間
に
睡
膝
が
有
っ
て
、
貼
っ
た
紙
が
剥
が
れ

か
1
つ
た
や
う
に
な
っ
て
居
る
の
を
「
浮
い
て
R
L
B
る
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
0

(
」
-
時
二
,
-
'
'
-
s
t
の
け
'
蝣
-
V
吉
.
-
i
:
j
J
r
t
,

一
帖
誓
叫
㌣
聖
は
い
で
、
「
蝣
i
|
J

i
・
㌍
け
>
-
'
:
.
_
-
x
.
小
蝣
;
'
V
-
山
∴
的
j
㍉
し
、
v
.
^
W
-
.
'
^
V
T
J
i
∵
:
i
i
z
t
,
-
.
-
-
>
て
」
[
1
.
'
サ

ノ
」
・
㌣
^
w
:
,
;
∴
:
'
蝣
.
¥
1
j
へ
い
二
㍍
の
ふ
-
/
で
◆
V
i
f

伝
書
が
宜
い
、
洗
練
を
す
る
が
宣
い
、
と
云
っ
て
も
'
貼
実
と
い
ふ
轟
が
欠
け

て
は
明
把
と
は
云
へ
聖
』
c
ァ
-
聖
へ
)

こ
れ
を
、
寒
川
鼠
骨
薯
「
写
生
文
の
作
法
」
の
方
法
論
と
比
較
し
て
み
る
と
へ

°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
Ⅰ
1
°
°
°
°
°

『
写
生
と
は
事
契
を
有
の
侭
に
写
す
轟
で
あ
る
O
雪
々
の
眼
前
に
横
は
れ
る

天
然
な
り
,
或
は
吾
人
の
前
に
発
生
す
る
人
事
な
り
'
そ
れ
等
総
て
を
其
侭

°
°
°
°
°
▼
`
°
°

に
写
し
放
る
の
で
あ
る
.
二
言
に
し
て
尽
す
と
写
生
と
は
事
実
に
服
従
す
る

c
:



の
苦
心
で
あ
る
。
併
し
比
に
注
意
を
要
す
る
の
は
'
・
文
学
は
菜
を
現
す
文
字
で

も
や
f
V
-
~
'
¥
.
'
;
'
t
'
^
'
-
r
<
i
*
"
K
?
'
!
2
:
>
i
I
?
'
l
批
f

t
す
べ
-
r
.
'
j
-
v
j
'
'
5
,
;
・
-
‥
.
'
る
即
に
は

眼
従
す
る
必
要
が
な
い
轟
で
あ
る
J
(
S
ペ
)

と
、
そ
の
立
場
の
相
違
が
明
柾
に
な
る
。
鼠
骨
が
絵
画
の
例
を
あ
げ
る
の
に
対

1
て
、
露
伴
は
、
櫓
の
航
行
に
用
い
ら
れ
る
ロ
グ
ブ
ッ
ク
の
例
を
あ
げ
て
'
貼

午
,
%
r
"
;
"
v
ニ
」
>
.
!
∴
[
'
寸
石
。

し
¥
J
X
'
に
a
-
f
t
-
/
s
、
S
'

.

.
U
:
i
立
つ
文
.
㌫
に
試
.
1
T
て
い
-
こ
と

が
、
究
極
は
雷
-
人
間
そ
の
も
の
の
社
会
的
な
あ
り
方
に
つ
な
が
る
。
明
治
初

5
-
P
O
∵
下
草
蝣
-
^
^
蝣
m
-
A
よ
う
と
し
て
'
こ
r
.
j
-
t
-
'
-
t
ナ
/
'
.
-
蝣
-
H
に
剖
止
し
た
り

と
r
;
V
j
^
石
.

そ
れ
は
'
文
章
の
心
と
し
て
'
親
切
委
曲
・
真
率
・
晶
柏
を
理
想
と
す
る
こ

と
に
あ
る
.
『
文
章
は
心
の
波
動
な
り
』
と
い
う
。
親
切
委
曲
を
つ
-
す
心
は
'

生
活
態
度
そ
の
も
の
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
'
晶
柏
は
お
の
ず
か
ら
文
に
映
ず

る
、
い
わ
ゆ
る
人
品
で
あ
ら
。
文
章
硯
に
托
し
て
、
露
伴
そ
の
人
の
'
む
し
ろ

あ
り
の
ま
ま
の
人
間
が
語
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
o

K
-
.
十
貢
は
'
党
に
・
V
?
J
_
た
'
i
-
*
-
'
-
C
'
∴
崇
禦
こ
し
て
t
i
i
-
v
;
小
の
品
に
は
主

と
し
て
忠
恕
の
価
値
と
作
者
の
入
棺
の
高
下
と
に
よ
る
』
『
品
位
最
も
高
き
は

古
聖
人
の
文
な
り
』
『
文
章
の
極
致
は
人
格
に
あ
。
』
(
8
-
響
)
と
述
べ

¥
J
い
*
C
t
-
†
、
に
章
二
1
?
*
-
…
-
L
-
-
C
.
4
>
る
r
,
¥
j
J
i
'
j
j
-
,
j
L
だ
1
1
蒜
山
一
」
W
貴

親
が
伺
わ
れ
る
。

露
伴
の
い
わ
ゆ
る
品
格
と
は
t

r
.
;
J
T
>
r
-
…
川
'
蝣
:
・
.
-
v
j
,

-
I
-
-
-
-
r
-
.
'
ん
-
f
:
r
-
i
-
に
ニ
・
)
は
」
,

I
.
鞘
.
4
1
日
=
桔

圭
∴
'
:
'

.
<
-
.
-
p
-
予
l
l
取
る
可
y
.
,
,
/
-
:
2
一
の
持
て
・
>
蝣
;
'
蝣
蝣
'
け
い
ご
.
T
j
は
化
来
し
て
L
L
J

聖
の
語
を
取
り
来
っ
て
文
章
の
鮪
と
し
た
と
こ
ろ
で
'
そ
れ
で
品
位
が
高
ま

る
も
の
で
も
無
く
へ
人
に
難
解
な
古
詩
八
の
笥
句
や
妙
辞
を
引
用
し
た
か
ら

と
く
,
そ
れ
で
其
の
文
の
品
柘
が
上
が
る
訳
で
も
無
い
。
実
用
的
文
章
に
其

の
様
な
等
を
仕
た
の
は
手
袋
に
笹
緑
を
付
け
た
や
う
な
も
の
で
、
却
っ
て
小

面
倒
な
ま
が
宜
く
無
い
の
で
あ
る
o
そ
れ
よ
り
は
「
実
用
を
異
し
だ
に
す
れ

ば
・
宣
い
」
と
い
・
-
"
-
,
-
・
;
蝣
い
㌫
^
蝣
-
蝣
蝣
^
・
f
て
'
少
し
-
、
∴
;
~
な
心
だ
K
l
'
.
　
に
、
V
.
*

も
-
抱
ま
で
「
実
用
に
息
災
に
」
文
責
を
撃
ぎ
さ
へ
す
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら

そ
れ
が
一
の
品
柘
を
生
じ
る
訳
に
な
る
O
』
晶
～
讐
)

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

と
い
-
の
で
あ
っ
て
'
伝
統
に
よ
り
つ
⊥
も
'
あ
り
の
ま
ま
を
重
ん
じ
よ
-
と

い
L
7
＼
F
T
f
j
C
二
喜
.
 
'
,
 
'
蝣
i
'
J
v
-
口
直
す
こ
L
L
V
∴
よ
・
,
る
r
J

H
i
、
「
圭
"
*
-
;
/
.
 
'
-
:
蝣
'
;
淵
」
の
間
阜
=
い

∴
V
E
'
i
i
C
'
>
-
-
t
l
十
.
-
O
㌍
一
十
」
-
て
い
る
こ
^
J
サ
_
i
j
'
y
_
¥
1
Z
し
た
い
。
こ
の
考

え
r
T
-
f
V
 
L
'
^
C
v
告
訳
　
　
　
　
に
　
　
　
蝣
蝣
-
1
.
-
'
i
,
　
代
.
i
言
　
臣
と
j
J

-,'¥iはいt-'.J#J-i'¥工蝣.;-:.. 'ii-i-jr,;'if.ivl- '作V- '.T_-f.pて;-V5̂
SE

に
も
拘
束
さ
れ
な
か
っ
た
若
者
独
白
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

文
章
の
分
類
を
見
る
と
、
契
用
的
文
章
を
七
群
に
整
理
し
'
次
の
よ
-
に
表

に
示
し
て
い
る
。

2

3

l
ヽ

2、

宗
」

～
.

法
祥
上
一、

一

-U㌫>V. '-J:

ド.7.i-r'

n

.

,

c

.

蝣

蝣

_

.

,

・

.

 

-

J

r

v

i

r

,

j

-

ん

榊
誘
・
他

mr
J
r
.
t
.
上

宿
釈
L
'
E
?
午



3
'
政
治
上

軍
等
上

L
判
決
・
他

寺
説記

録

上
-
5
-
r
.
-

4
'
科
学
上

小V'I"71-上

&tt
記
故
解
説
評
論
・
他

・

=

、

爪

-

 

'

i

　

　

.

・

-

・

・

*

:

m
t
.
上

6、

m
&
肝
史

-
r
)
c
"
1
上

7
'
社
交
上

記
録

押*J-
解
説
勧
誘
証
誓
契
約
」
3
-
他

鈴Ed的
批
評
記
霞
・
他

亘
-
蝣
'
1
1
コ

契
約
・
他

実
務
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
る
O
一
般
世
人
の
為
に
、
そ
の
甥
実
生
沼
の
指

針
と
し
て
実
用
的
文
茸
諭
を
著
わ
し
た
の
も
、
文
章
を
生
活
の
土
星
に
根
を
お

ろ
し
た
と
こ
ろ
か
ら
成
長
さ
せ
て
い
こ
-
と
す
る
考
え
方
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

叩
‥
'
蝣
¥
-
z
J
,
~
斗
o
r
∵
E
r
r
:
㌍
拭
、
v
L
S
蝣
ニ
‥
'
:
%
.
*
:
・
-
<
!
'
*
,
-
る
‥
K
-
」
等
誓
文
の
P
,

"
<
r
i
'
l
r
C
C
J
吉
と
し
一
¥
j
J
v
j
'
.
{
,
j
:
'
問
m
H
に
'
い
き
お
い
言
㌫
C
l

て
代
悶

法
'
つ
ま
り
措
辞
法
に
試
点
が
か
か
っ
て
い
た
。

比
蝣
j
'
i
r
p
L
言
∵
大
日
八
の
「
蝣
^
I
,
'
蝣
-
.
蝣
蝣
豆
2
Y
?
?
'
」
'
,
*
'
こ
の
中
で
に
t

J
'
f
.
'
・
'
-
?
∴
V
-
Q
.
蝣
㌧
圭
∵
再
I
,
J
J
I
ご
L
t

A
t
口
唱
整
記

B
'
口
唱
訳
記

c
t
叙
述
法

D
、
共
作
法

E
t
s
字
法

F
、
目
次
法

G
へ
自
作
法

∵
r
.
・
'
'
.
'

.
:
'
・
>
'
.
蝣
1
-
-

し
た
指
導
の
司
点
と
す
る
。
c
c
の
口
唱
竿
記
の
具
体
的
方
法
と
し
て
あ
げ
て
い

;
r
<
r
i
l
'

I
へ
候
文
を
口
語
に
訳
す

2
、
'
口
語
体
を
供
文
に
訳
す

∴
-
・
-
'
'
.
-
'
'
・
.
'
.
1

本
の
内
容
の
敷
浦
も
整
門
た
ど
で
あ
る
。
頼
朝
の
石
橋
川
の
合
戦
へ
桃
太
郎
の

ほ
な
し
、
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
日
に
つ
-
o
こ
れ
は
'
官
長
岩

太
郎
氏
が
'
宮
城
県
の
師
榊
崇
,-
一
校
付
机
を
辞
し
た
後
の
散
票
で
'
月
ら
の
契
践

と
川
;
;
.
%
-
j
^
'
-
:
卓
'

蝣
'
j
Z
-
i
*
1
*
J
れ
六
日
.
.
H
で
◆
」
1
ど
」
と
が
t
V
.
!
.
i
㌫
か
れ
て
い
る
。

小
学
校
の
現
場
に
お
け
る
当
時
の
大
か
た
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
鯛
さ
れ
よ
う
。

3

つ
り



S
n
S
M
S
S
^
O
,
黒
　
、
1
¥
蝣
V
X
K
と
は
ま
だ
　
＼
'
∵
J
_
J
※
※
蝣
)
蝣
*
-
抜
け
き
っ
て

い
t
,
 
-
い
こ
-
サ
J
'
.
,
-
V
か
か
る
　
　
　
　
　
　
ご
　
人
　
‥
'
.
-
¥
-
 
-
'
;
-
<
'
-
「
　
　
仕
w
x
z

v
-
」
　
C
v
-
i
文
蝣
J
)
　
　
　
v
.
^
~
-
-
l
=
に
・
,
ご
し
け
　
一
了
:
=
:
し
い
O
.

露
伴
は
、
I
L
-
し
た
作
文
教
授
法
を
'
次
の
よ
-
に
批
判
し
て
い
る
o

E
、
、
叩
治
C
ニ
∴
　
㌶
日
に
　
け
る
作
V
.
W
X
:
い
-
t
-
4
'
蝣
{
・
f
i
-
.
u
r
う
ま
く
」
作
・
r
ん

T
?
ォ
.
'
?
;
蝣
T
7
し
て
　
る
っ
　
此
f
u
r
.
一
泊
っ
て
=
J
C
'
-
汁
∴
=
的
i
J
f
-
な
ら
は
「
ま

づ
く
」
作
ら
れ
ぬ
の
み
で
は
困
る
か
ら
「
う
ま
く
」
作
っ
て
瀧
ふ
こ
と
を
要

求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
'
実
用
的
文
章
は
何
も
-
ま
く
作
ら
ず
と
も
宣
い
、
用

で
足
り
れ
げ
宜
い
の
で
'
平
易
へ
明
把
へ
親
切
'
真
率
に
出
来
れ
ば
宜
い
の

だ
O
何
処
ま
で
も
「
用
さ
へ
足
り
れ
ば
宜
い
の
が
繁
用
的
文
責
の
約
束
」
で

蝣
A
る
　
Z
'
E
Z
i
'
i
:
-
で
I
l
l
へ
H
i
i
r
i
化
は
i
i
'
i
:
J
j
」
∵
い
て
町
-
V
i
i
M
い
の
で
、

言
・
'
∵
j
r
-
r
^
v
-
;
r
-
、
是
S
v
e
:
U
N
T
へ
な
U
;
-
上
.
甘
い
て
s
r
-
H

ず
と
も
宜
`
い
の
で
あ
る
。
所
が
所
謂
作
文
の
題
に
'
宕
柘
の
記
と
い
ふ
も
の

が
出
る
と
す
る
と
へ
た
ゞ
・
r
某
日
某
日
梅
花
を
英
村
に
望
し
た
り
'
」
と
習

い
,
-
.
'
・
-
;
.
'
汁
で
M
r
v
u
l
-
-
の
で
、
b
:
声
っ
.
字
＼
作
<
-
"
蝣
<
・
f
t
㌔
誉
t
 
x
.
J
'
'
-
>
は
何

叩
・
?
、
可
*
-
-
j
w
O
無
い
r
J
こ
言
z
!
*
・
蝣
:
-
:
蝣
%
-
-
-
て
L
>
.
-
-
'
-
気
に
∵
-
t
-
i
結
1
'
^
.
i
i
'
.

だ
事
物
を
形
容
す
る
の
に
努
力
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
・
』
,
(
M
 
C
0
.
,
.

こ
の
よ
-
に
習
慣
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
'
後
に
社
会
人
と
し
て
'
宍
同
文
を

冒
く
時
の
人
々
の
作
文
難
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
-
O
文
章
が
生
活
の
契

際
か
ら
群
れ
て
'
妙
に
浮
き
上
が
っ
た
も
の
な
ら
な
い
た
妙
に
も
'
そ
れ
を
言

語
に
近
づ
け
、
い
や
し
げ
な
俗
語
で
あ
ろ
-
と
も
汲
み
上
げ
て
'
斑
紋
を
重
ね

る
。
や
が
て
は
'
社
会
人
・
実
業
人
と
し
て
の
成
長
と
あ
い
ま
っ
て
『
心
の
波

動
』
た
る
高
揚
し
た
文
章
を
哲
-
こ
と
が
で
き
る
の
を
理
想
と
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

批
"
,
・
p
.
二
器
め
に
'
　
即
3
-
1
-
S
i
i
S
汁
L
.
P
れ
て
い
i
"
i
-

『
実
際
世
間
に
必
要
な
文
責
は
、
想
像
の
カ
を
以
て
成
一
の
題
目
に
対
し
て

t
.
-
中
に
-
-
:
'
-
i
托
し
た
V
J
^
-
i
i
^
で
は
'
H
i
.

*
;
蝣
'
.
い
'
黒
i
r
.
'
l
t
'
t
H
し
て
い
る
丑
的
省

け
~
圭
,
r
-
J
L
J
T
L
・
＼
い
s
'-
r
-
'
T
_
1
、
に
い
H
f
た
㌫
;
<
蝣
"
・
:
'
・
"
㌫
v
r
-
1
㍍
す
も
の
で
、
d
'
.
べ

て
爪
、
臆
に
l
:
・
づ
い
て
t
i
^
i
:
-
-
に
x
iT
よ
H
J
'
:
-
v
I
せ
上
空
‥
*
:
」
に
¥
b
在
し
て

居
る
そ
れ
を
伝
へ
る
の
で
あ
る
で
あ
る
か
ら
普
池
数
苛
に
お
け
る
作
文
の
教

叫
i
・
]
な
ら
ば
へ
]
.
J
r
「
i
‥
」
i
-
1
-
r
-
7
-
-
-
牝
に
」
:
^
i
i
V
i
i
十
」
'
T
-
C
>
"
-
i
-
1
へ
さ
へ
す
れ
ば

然
る
t
へ
き
な
の
で
'
狸
憩
な
ど
の
軍
は
作
文
以
上
の
事
な
の
で
あ
る
。
然
る

に
t
-
n
は
一
王
H
に
f
i
・
言
る
作
文
T
蝣
・
"
-
'
も
っ
て
・
,
F
、
耳
x
:
.
r
u
だ
「
?
F
K
で

不
合
理
的
で
も
る
」
へ
小
-
^
E
-
i
'
I
i
O
'
^
E
*
・
蝣
;
」
;
主
す
る
i
J
E
H
'
詰
・
_
h

ぬ
半
美
術
品
の
如
き
文
責
を
作
る
に
慣
れ
て
'
其
の
方
へ
は
何
分
か
発
達
す

る
V
T
-
P
-
-
鞘
に
∴
*
.
v
i
?
:
!
t
す
」
こ
と
に
就
い
て
は
¥
-
A
も
!
^
.
i
x
'
.
j
~
,
-
j
.
-
:
i
な
い
で

蝣
t
'
∴
・
'
'
.
'
'
-
～
午
、
)

m
k
:
C
作
V
.
C
C
i
v
O
i
'
∵
'
[
V
j
^
i
i
.
た
し
'
撃
＼
.
^
I
'
J
-
i
i
亘
・
性
㌣
:
-
'
~
l
i
ヱ
0
0

で
あ
る
.
楽
し
ん
で
書
く
と
い
-
の
も
'
容
-
側
の
主
体
性
が
花
立
さ
れ
た
上

で
の
こ
と
で
あ
る
o
賃
用
的
文
章
を
書
く
の
で
あ
れ
ば
'
必
野
性
と
主
体
性
は

必
然
的
の
も
の
で
あ
っ
て
も
ち
通
教
育
で
受
け
た
文
章
へ
の
班
念
的
な
も
の

が
そ
れ
を
妨
げ
る
と
い
-
の
で
あ
る
。
訳
耶
思
作
文
に
つ
い
て
は
へ
当
時
一
方
で

自
由
i
-
'
i
-
.
∵
ハ
エ
r
%
i
'

&
・
-
?
)
へ
白
山
-
t
/
i
.
-
-
r
r
エ
ペ
(
J
;
i
-
蝣
・
-
)
い
-
蝣
蝣
!
<
蝣
つ
れ
て
い

た
。
し
・
u
L
t
"
-
'
f
"
-
'
C
自
性
㌣
止
ん
t
J
る
こ
れ
ら
の
:
t
t
-
-
J
.
方
l
i
-
1
'
し
て
t
N
.
p
j
.

伴
の
立
場
が
'
普
通
教
育
に
お
け
る
作
文
教
授
の
目
標
を
'
実
用
的
文
責
を
書

-
た
め
の
準
備
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
O
異
教
教
育
の
一
環
と
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
o

次
に
、
露
伴
の
い
-
'
文
章
の
内
に
こ
始
る
べ
き
親
切
委
曲
・
真
率
・
晶
柘

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
O
こ
れ
は
へ
徹
底
し
て
実
用
か
ら
出
発
し
た
文
章
が
'

容
く
人
の
社
会
人
へ
実
業
人
と
し
て
の
成
長
と
と
も
に
お
の
ず
か
ら
生
じ
て
く

る
も
の
と
解
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
以
下
の
よ
-
で
あ
る
.

親
切
委
曲
に
つ
い
て
は
へ
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

P
/
.
K
-
I
作
る
に
際
し
て
t
t
C
.
〔
V
:
J
E
=
C
'
る
叩
・
f
i
訳
V
:
>
5
に
す
る
の
で
l
㌫
く

31



て
、
人
の
為
に
す
る
に
在
っ
て
、
そ
し
て
、
其
の
心
よ
り
発
動
す
る
労
作
を
げ

厭
は
ね
の
が
親
切
委
曲
で
あ
る
。
』
C
S
-
へ
)

こ
こ
で
は
'
つ
ま
り
'
句
点
な
ど
は
文
章
作
法
と
し
て
あ
る
と
い
-
よ
り

-
・
/
*
^
-
-
1
・
.
‥
.
・
・
、
・
>
-
-
'
"
I
.
・
、
∴
_
:

態
度
、
心
が
け
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
㌶
伴
自
身
の
生
活
態
匿
で
も

・
f
J
.
.
.
-
.
-
.
.
.
.
-
^
.
-
-
,
.
I
「
-
'
)
'

-
い

次
の
よ
-
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
O

『
父
は
ま
も
と
か
ら
耽
次
に
聴
く
こ
と
ば
は
苦
労
し
て
聴
-
の
だ
っ
た
。
伝
言

を
よ
こ
し
た
人
の
ほ
ん
と
の
心
を
う
け
と
る
た
め
に
、
幾
通
り
に
も
補
っ
た

り
正
し
た
り
、
つ
ま
り
将
棋
で
い
ふ
試
み
の
深
い
考
へ
か
た
を
し
た
。
こ
と
ば

が
命
の
駁
次
が
ま
る
で
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
な
い
話
を
す
る
t
と
お
こ
っ
て

ゐ
る
こ

(K>>J
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傍
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用
老
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へ
)

生
活
へ
の
真
剣
な
心
組
み
の
伺
わ
れ
る
文
章
で
あ
る
O
文
章
紋
に
'
こ
の
よ

う
な
態
a
V
;
'
V
の
ま
ま
一
j
V
L
:
.
 
'
-
*
c
で
も
t
C
う
。

ま
た
'
真
率
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
O

『
唱
　
は
e
:
E
?
と
1
-
V
i
-
V
・
.
i
-
i
し
て
賢
一
r
>
-
t
?
s
は
人
に
V
A
-
る
温
み
で
t
 
I
T
.

率
は
自
ら
己
を
欺
か
ね
の
で
あ
る
。
嬉
し
い
と
思
ふ
と
同
時
に
嬉
し
い
と
云

ひ
'
厭
は
し
い
と
恩
ふ
と
同
時
に
L
S
は
し
い
と
云
ふ
の
が
真
率
な
の
で
、
そ

れ
を
矯
め
輯
ら
な
い
で
'
率
然
と
し
て
外
に
発
す
る
時
は
'
お
の
づ
か
ら
に

し
て
人
を
動
か
す
も
の
が
看
る
　
c
r
へ
)
崇
色
気
に
囚
は
れ
担
い
で
'
無

O
t
J
に
!
-
'
-
^
t
-
～
引
t
i
'
i
T
で
に
'
小
ラ
ー
＼
'
i
C
-
^
'
l
し
て
仕
川
　
ふ
C
を

∴
　
　
　
　
　
　
　
i
r
'
)

生
活
人
と
し
て
'
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
休
暇
を
経
て
き
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
の
買
物
の
著
わ
さ
れ
た
明
治
4
1
年
は
、
露
伴
が
常
信
輯
師
と
い
う
職
業
を

捨
て
て
　
は
e
J
め
て
創
作
活
動
を
始
め
た
明
治
紹
年
か
ら
'
お
よ
そ
二
十
年
を

経
て
い
る
。
そ
し
て
へ
　
露
伴
は
'
こ
の
こ
ろ
か
ら
小
説
を
ほ
と
ん
ど
哲
か
な
く

な
り
'
小
品
・
短
編
・
随
繁
・
考
証
・
史
論
な
ど
を
主
と
し
て
執
笹
し
始
め

る
。
言
文
一
散
体
の
小
説
で
出
発
し
た
二
些
苧
四
迷
と
期
を
一
に
し
く
へ
露
伴

は
戯
作
者
姿
勢
で
'
西
的
調
の
名
文
を
も
っ
て
作
家
沼
動
に
は
い
っ
た
。
そ
の

群
報
の
{
?
:
仕
-
J
;
-
'
山
に
r
ご
り
た
別
t
活
i
-
i
K
-
'
.
^
i
思
し
て
へ
そ
C
'
c
-
.
の
岩
間
f
t
-
'
J

し
て
'
竿
溝
と
し
て
へ
　
た
か
ん
.
+
-
<
U
-
>
>
し
て
C
K
F
な
^
Q
f
c
S
V
i
t

正
蝣
t
i
l
 
S
.
'
-
X
†
的
な
8
.
&
P
、
こ
?
」
∴
蝣
K
-
'
i
i
'
.
U
t
　
別
C
*
&
に
r
m
L
は
じ

埼
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

「
普
通
文
葦
諭
」
は
'
そ
う
い
-
位
斑
に
あ
る
も
の
と
し
て
'
作
文
教
授
批

判
と
、
独
自
の
文
章
祝
の
展
開
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
o

思
い
き
っ
て
へ
形
式
主
寿
を
超
・
X
'
契
隈
生
活
の
惟
俗
を
も
あ
り
の
ま
ま
に

大
き
-
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
組
み
に
は
'
進
ん
で
新
し
い
も
の
を
妙
ぎ
そ

-
と
す
る
革
新
性
と
'
世
智
に
長
け
た
大
人
の
心
が
あ
る
。

成
立
の
事
情
の
と
こ
ろ
で
も
考
察
し
た
'
こ
と
く
へ
学
問
的
な
姿
勢
の
正
し
さ

を
持
ち
へ
作
文
教
苛
思
潮
の
一
段
的
な
流
れ
の
中
で
見
れ
ば
特
殊
な
も
の
で
あ

っ
て
蝣
"
・
.
<
¥
J
1
.
山
-
I
)
・
!
ォ
t
や
は
　
一
八
G
時
代
性
・
>
:
蝣
サ
山
る
。

二
の
ク
立
場
〃
の
中
で
へ
そ
の
時
代
性
を
'
三
の
ク
問
題
点
ク
の
中
で
へ
そ

の
独
自
性
を
考
察
し
た
。
独
自
性
の
中
に
'
か
え
っ
て
歴
史
を
照
ら
し
、
現
代

に
通
じ
る
も
の
の
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
　
　
(
昭
和
　
　
　
S
)

注
・
-
'
5
'

I

-

.

∵

　

-

　

　

　

　

　

∴

　

:

i

,

蝣

'

-

i
c
)
　
に
よ
る
。

t
n

3

注

・

2
「
国
語
教
胃
学
の
楕
和
仙
」
酉
握
宍
(
筑
搾
琶

注

・

3

'

4

「
v
i
.
.
J
j
-
¥
軌
i
X
z
f
f
y
-
.
史
」
叫
'
-
」
.
'
光
-
(
;
'
　
に

二.〔
U
O
2m

読
)
)
に
よ
る
。

昭
1
 
5
・
‖
)
　
に
よ
る
。




